
記入例 農業経営改善計画認定申請書

平成○○年○月○日

大 山 町 長 様    

申請者 住所  鳥取県西伯郡大山町赤坂６６番地   

氏名（名称・代表者） 大山 太郎    印

生年月日 昭和・平成  ○年○月○日生（○歳）

〈法人設立年月日 昭和・平成   年  月 日〉

農業経営基盤強化促進法（昭和 55 年法律第 65 号）第 12 条第 1 項に基づき、次の農業経営改

善計画の認定を申請します。

農 業 経 営 改 善 計 画

① 目標とする営農類型 水稲＋野菜＋作業受託

② 経営改善の方向の概要 ・水稲と野菜の作業の効率化を図り、広範囲に経営規模を拡大する。

・生産方法の改善による収量の増加を図る。

・品質の向上を図る。

・作業受託の面積を増やし、収入の増加を図る。

・年間労働時間１，８００時間、所得４５０万円を目指す。

(年間農業所得及び年間労働時間の現状及び目標)

現  状 目標（○○年）

年間農業所得 ２，４００   千円   ４，５００ 千円

年間労働時間 ２，０００  時間 １，８００ 時間

③

農

業

経

営

の

規

模

の

拡

大

に

関

す

る

目

標

作 目 ・ 部 門 名

現  状 目  標（○○年）

作付面積
飼養頭数

生 産 量
販売金額

（千円）

作付面積
飼養頭数

生 産 量
販売金額

（千円）

水 稲

ブロッコリー（初夏）

ブロッコリー（秋冬）

作業受託（水稲）

２５０ａ

５０ａ

１００ａ

６００ａ

１２，０００㎏

４，５００㎏

９，０００㎏

１，８００

１，４８５

２，９７０

６９０

３５０ａ

１００ａ

２００ａ

８００ａ

１６，８００㎏

９，０００㎏

１８，０００ｋｇ

２，５２０

２，９７０

５，９４０

９００

合 計 １，０００ａ ６，９４５ １，４５０ａ １２，３３０

大山町の基本構想により、概ね 350

万円以上の目標としてください。

農業所得：農業による収入から必要経

費を差し引いた額。

本人の年間労働時間



③

農

業

経

営

の

規

模

の

拡

大

に

関

す

る

目

標

区  分 地  目
所 在 地

（市町村名）
現  状 目 標（○○年）

所 有 地

田

畑

大山町

３００ａ ３００ａ

借 入 地

田

畑

大山町

２００ａ ３００ａ

１００ａ

特

定

作

業

受

託

作  目 作  業
現  状 目 標（○○年）

作業受託面積 生産量 作業受託面積 生産量

作

業

受

託

作  目 作  業 現  状 目 標（○○年）

水 稲 田植え

稲刈り

３００ａ

３００ａ

４００ａ

４００ａ

単 純 計 ６００ａ ８００ａ

換 算 後 ３００ａ ４００ａ
農畜産物の

加工・販売そ

の他の関連

・附帯事業

事 業 名 内  容 現  状 目 標（○○年）

④

生

産

方

式

の

合

理

化

に

関

す

る

目

標

機
械
・
施
設
（
書
き
切
れ
な
い
場
合
は
別
紙
）

機 械 ・ 施 設 名
形式、性能、規模等及びその台数

現  状 目 標（○○年）

トラクター

田植機

コンバイン

動噴

管理機

トラック（２トン）

移植機

作業場

１台（３０ps）

１台（５条）

１台（４条）

１台

１台

１台

１台（半自動）

１棟（１８ｍ×８ｍ）

１台(４０ps)

１台（５条）

１台（４条）

１台

１台（乗用）

１台（更新）

１台（全自動）

１棟（１８ｍ×８ｍ）

農 利

用 用

地 条

の 件

現  状 目 標（○○年）

・○○集落を中心に耕作
・○○集落を中心に、隣接集落で利用権設定をして

規模拡大を図る。

合
理
化
の
方
向

作
目
・
部
門
別

作目・部門名 現  状 目 標（○○年）

水稲 点在し、作業効率が悪い
農地の集約を図り、品種も統一して

効率を上げる

ブロッコリー 移植・管理の作業効率が悪い
作業効率の高い機械を導入し、規模

拡大を図る

「作業受託面積÷作業数」に

より換算した面積。

無い場合は記載不要。



現  状 目 標（○○年）

⑤経営管理の合理化に関

する目標

・手書きの記帳

･白色申告

･パソコンソフトによる簿記管理

･青色申告

⑥農業従事の態様等の改

善に関する目標

･休日が不規則 ･休日制の導入

･臨時的雇用による労働負担の軽減

･パソコンによる労務管理

⑦  

目

標

を

達

成

す

る

た

め

に

と

る

べ

き

措

置

経営改善の目標 措     置

経営改善の方向

農業経営の規模拡大

生産方式の合理化

経営管理の合理化

農業従事の改善

【②～⑥までに掲げた目標を達成するための具体的方策を記入してくださ

い】

※ 農業改良資金等の制度資金の融資や補助事業を受けることを予定

する場合はそのことも記入する。

･予定年度

･予定資金

・生産物の差別化を図るため、独自の販売ルートを開拓する。

･利用権設定により、隣接集落の農地を集積する。

･圃場の団地化及び、高性能機械の導入により作業効率を上げる。

機械導入については補助事業等を活用する。

･パソコンによる青色申告を行う。

･労務管理と休日制の導入を図る。

現状、白色申告であれば、５年以

内には青色申告をしてもらう。



）

参

考

（

経

営

の

構

成

氏    名

（法人経営にあっては

役員の氏名）

年齢

代表者との続

柄（法人経営

にあっては役

職）

現 状 見通し

担当業務
年間農業従

事日数（日）
担当業務

年間農業従

事日数（日）

大山 太郎 ４０ 本人 生産 ２５０ 生産 ２２５

大山 花子 ３８ 妻
生産

経理
２５０

生産

経理
２２５

大山 一郎 ７０ 父 生産 ２５０ 生産 ２００

大山 町子 ７０ 母 生産 ２５０ 生産 ２００

雇
用
者

常時雇（年間） 実 人 数 現状     人 見直し     人

臨時雇（年間）

実 人 数 現状    １人 見直し    ２人

延べ人数 現状     ６０人 見直し   １２０人

※参考

他市町村の認定状況
認定市町村名 認定年月日 備  考

1 人を 60 日（1 日 8 時間）雇用した場合。


